





















































































































































































































































































































































































朝）大東亜共栄圏の設立、3 年経てば土地 10 ～ 20 町歩貰えるとの説得勧誘によっ
て関係者のほとんどは、義勇軍に行く事を承諾せざるをえなかった。
　1944 年（S19 年）長野県下の義勇軍を志願した県下の国民学校高等科（8 年）
を 3 月 20 日卒業した 14 歳、15 歳の少年達は、3 月 23 日長野市城山公園に集結し、
その数 7 百数十余人は第 7 次義勇軍郷土中隊として、両角中隊、屯所中隊（私は）
斉藤中隊の 3 個中隊に編成され、市町村の関係者及び親族と別れて内原訓練所へ
向かう。
　3 月 24 日、内原訓練所に入所、斉藤中隊（斉藤義男）は第 8 中隊に編入され、
渡満に備えて各種の当番を担当経験し、開拓開墾、農業畜産の訓練を約 3 ヶ月受
ける。（隊員 217 名）
　6 月 12 日、内原訓練所を出発し渡満、6 月 17 日午後八州駅に到着、嫩江大訓
練所の正門をくぐり 4 キロ余りの行軍をして 8 中隊に到着、長旅の疲れを癒すと
ともに憧れの満州大陸での夢を結ぶ。
　6 月 20 日、いよいよ本格的な現地訓練のスタートが切られた。






菌は忽ち中隊内に拡がり隊員の殆どが患い（217 人中、約 200 人）中隊は隔離さ
れハルピンの満蒙開拓青少年義勇隊中央病院より看護師、高森慶子（相原慶子）
が派遣され看護にあたり、重症患者は本部病院に送られる。
　7 月 3 日、遂に本部病院で犠牲者を出すに至り、渡満早々 3 ヶ月にも満たない
9 月 13 日の間に、本部病院の医師、看護師による必死の手当も空しく遂に 11 人
の病死者を見るに至った。病死せる不幸な殉難所葬は訓練所本部において、冥福
を祈りながらしめやかに執行。
　10 月 14 日、此の年、全満に適正規模訓練所として 3 ヶ所建設された。その 1
つである興安嶺南山麓の興安訓練所へ移転命令が下る。2 班に別れて第 1 班が 14
日出発、白城子を経て翌 15 日午前 11 時、胡南信号所に到着。徒歩行軍にて夕刻
6 時無事訓練所に到着。
　10 月 15 日、第 2 班として残り全員が出発し、昨日と同様の経路を辿り 16 日
夕刻無事到着す。
　興安訓練所は海抜 500m のひときわ高く聳え立つ天塔山があり、その周辺は無
数の丘陵が起伏し、西北 2 キロに訓練所本部があり、南西 2 キロ程の地点には満
州事変勃発の原因とされる中村震太郎大尉処刑の地と墓標がある。耕地 730 ヘク
タール、満馬 10 頭、豚 50 頭、緬羊 50 頭、蒙古牛 30 頭、あひる 20 羽、在外種




した。昭和 19 年 3 月、国民学校高等科を卒業し仲間とともに長野市へ集結。訓
練後 6 月に中国へ渡りました。このとき私は 14 歳でした。
































































　　　　　　　　　　清水　畏三　筆者への手紙より　2005 年 11 月 18 日
　その後、以下の情報を得ました。お伝えします。
　大連第１中学校 ( 日本人対象 ) を卒業した私の同級生から聞きました。
　小学校時代の 6 年次、週＝ 1 時間、中国語授業があった。教師は日本人。














　満州では、1933 年から 34 年にかけて大連、続いて 1934 年から 35 年にかけて
当時の新京、現在の長春で暮らしました。その後、一時、朝鮮に移った後、また
1939 年から 1940 年にかけて満洲の吉林で暮らし、吉林で小学校を卒業しました。
そこから、また新京に移り、当時の新京第一中学校で 3 年間学び、1943 年、日
本の敗戦の 2 年前に日本に帰国しました。


































































ていました。そのことは、当時日本側が作った資料、1932 年から 1940 年にかけて、
「反満抗日勢力」が「満洲国」の領域で毎年どのように活動したかという数字を
載せた資料にはっきりと示されています。その資料によると、抗日ゲリラ勢力の
出現回数は私が新京に住み始めた 1934 年には 1 万 3395 回でしたが、翌 1935 年







柳条湖事件（9.18 事件）の 80 周年の記念の年です。私はちょうど 10 年前、柳条




　「満州国」は、1932 年 3 月の建国から 1945 年 8 の日本の敗戦による崩壊まで、
ちょうど13年5カ月という、はかない陽炎のような国家だったわけですけれども、
当時は「満洲国」に駐留していた日本の軍隊「関東軍」が実質的にこの国を支配

















































　私は 1942 年 6 月１日より 1945 年 2 月末まで五道崗より所外勤務に出た事が無
かったが、45 年 3 月１日より屯力木（トリウム）小訓練所の警備の任務に就いた。
一部隊（12 名）で、トリウムは黒河駅より南へ三つ目の璦琿の町より、東南へ 4








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































34）	清水畏三氏は昭和 2 年 1 月北京で生まれた。旅順など移住し、1946 年日本に帰国。
父の安三氏は桜美林大学を創立した。畏三氏は 2 代目の学長でした。中国での体験を
筆者に数回の語ったことがある。
